
目指すのは新しい未来

ほ
り
べ
よ
し
ひ
で

日本の人口は２００８年から減少し、岐阜県も２００万人を切りました。
人口減少社会でも、発展し続けるには今までと違った施策が必要です。

そのため大きく３点のことに取組みます。

人口減少は必然です。しかし、抑制することは出来ます。
今までと同じ暮らしを守り、安全安心なまちつくりを目指します。

人口減少社会での「まち」の発展

高齢者・障がい者が、
活躍できる社会づくり 子育て支援 インフラの維持管理

健康で楽しく、小さな
ことでも社会で活躍
できる環境つくりを目
指します。

子供は未来への大事
な宝です。安心安全に
子どもが育つ環境つ
くりに努めます。

目的、利用状況、効率
化を考え、省エネル
ギー化や長寿命化を
図ります。

緊急経済対策への支援

62歳

人口減少問題に加えて、緊急に行う必要があるのは
経済対策です。コロナ禍で落ち込んだ地域の経済
は、さらに円安、燃料費の高騰で苦しんでいます。将
来に繋がる積極的な支援が必要です。

+

無所属

コロナ禍により大きく変えられた私たちの生活ですが、
これを機会と捉え、これからの生活様式を確立させなければなりません。
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■経歴
昭和４８年 本巣市立席田小学校卒
昭和５１年 本巣市立糸貫中学校卒
昭和５４年 岐阜県立本巣高等高校卒
昭和５８年 国立三重大学卒

平成２５年 本巣市議会初当選
平成２９年 本巣市議会２期目当選
令和 ３ 年 本巣市議会３期目当選


